


AgW接点CPMM1 60
耐熱温度1 00℃以下｡使用可能電流1 50A以下.突入電流200Ao

トー13---1

AgW-ヽ｢¢gl DFE∃W

DF<1 3>-A⊆】W

三
上記記載寸法の単位はmm｡　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧秦(P283-)をご覧くださいo

コンタクトプローブ種類 スプリング圧力記号 移動距離(mm) スプリング定数(g/mm) 初接触圧(g) 2/3圧縮(g)

く手順1) ��(手順3) 

-プ部､スプリング､固 凭ﾈ�ﾇﾂﾘ6���5�7X8ｨ984��7h6(5h8R�

､ノi7 劍78987ｸ�ｸ6ふ｢�
右図を御参照の上､順,A �8ﾓﾓﾗﾒﾘ7h6(5h8R�ﾌY.�6�6(6r� �5(985�4�6x7c�ﾓxﾌY.�6�6(6xﾈｹEｸ6�6(6r�

注意l　このページ記載のピンでは測定が困難な･より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプローブをご検討ください(P257参照).

注意2　参考取付穴径はあくまでも､参考の数値です｡必ず試し穴をあけて最適な=具径と穴径を決めてくださいo

注意3　接触郡はワークの材質や形状の影響が大きく･一定の条件を保つ事rま困難ですo記載されている使用可能電流値や突入電潮創まあくまでも推定値にすぎませんo

注意4　条件によっては､記載された範囲内でもアークや発熱が発生します｡使用開始前には必ずアークの発生や発熱等の有無を確認し､使用可能な電流値の範囲をご確認し

た後､使用してください｡

注意5　使用後は接触部の摩耗等によりアークや発熱が発生します｡使用を開始したら､必ず定期的にアークや発熱等が発生していない事をご確認の後､使用を継続するよう

にしてください｡

ワークの材質や形状等によりアークの発生または発熱等の問題が発生することがあります｡

警告　使用開始前にrま必ず･使用中には定期的にアークの発生や発熱等の有無を確認してくだ乱一｡ J=記聞凱Y発生した場合rま速やかに使用を中止してくだ乱､｡
放置した場合は火災などの発生を引き起こす場合があります.
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AgW接点CPMM180
耐熱温度1 00℃以下｡使用可能電流200A以下､突入電流250A｡

｢-16----1

AgW-ヽ｢約1 DF〔∃W

DF<1 6>-A⊆】W

上記記載寸法の単位はmm.　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧表(P283-)をご覧ください｡

コンタクトプローブ種類 スプリング圧力記弓 移動距離(mm) スプリング定数(g/mm) 初接触圧(g) 2/3圧縮(g)

使掲方法 俛�.雲ｹd��電線の接続方法 晩�(6�6(6y��d��参考取付7℃径 俐X抦靖WHｭHｧR�

コンタクトプローブ のみ 泌UB�ﾓ�緜h�竊v�)yV著ｫB�ｹﾕｸ���ねじ結線 M12ナット止め ��b��ﾏｲ�16.0-16.1 �#R絣�

(芋川引) �� 

鼎､三言-ド 
ロココ一言差妄言卜 ��

注意1　このページ記載のピンでは測定が困難な､より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプローブをご検討ください(P258参照)o

注意2　参考取付穴径はあくまでも､参考の数値ですo必ず試し穴をあlj-て最適な=具径と穴径を決めてください｡

注意3　接触苦別まワークの材質や形状の影響が大きく､ -定の条件を保つ事は困難ですo記載されている使用可能電流値や突入電流値はあくまでも推定値にすぎません｡

注意4　条件によっては､記載された範囲内でもアークや発熱が発生します｡使用開始前には必ずアークの発生や発熱等の有無を確認し､使用可能な電流値の範囲をご確認し

た後､使用してください.

注意5　使用後は接触部の摩耗等によりアークや発熱が発生します｡使用を開始したら､必ず定期的にアークや発熱等が発生していない事をご確認の後､使用を継続するよう

にしてください.

警告使用開始前には必ず､使用中にlま産別勺tこアークの発生や発熱等の有無を確認してくださいo上記問題力Y発生した場合lJ=速やかに使用を中止してくだ乱､o 
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AgW接点CPMM200
耐熱温度1 00℃以下｡使用可能電流220A以下､突入電流300A｡

上記記載寸法の単位はmm｡　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧秦(P283-)をご覧くださいo

コンタクトプローブ種薄 スプリング圧力記弓 移動昆巨離(mm) スプリング定数(g/mm) 初接触圧(g) 2/3圧縮(g)

使用方法 俛�.雲ｹd��電線の接続方法 晩�H6�6(6y��d��参考取付穴窪 俐X抦靖WHｭHｧR�

コンタクトプローブ のみ 碑�篦�ﾒ篥ヨ�邃V�)yV鎚ｫB��?�?��ねじ結線 M14ナット止め 亅B��?ｦﾂ�18.0-18.1 �#R絣�

(手順1) ��(手順3) 

盈三言-ド 刄Xブリンク プッシュ 
ピンボード-: 

□==}一一プッシュ 固定ナット ��プノンユ圏定ナント コンタクトプローブ因定ナット結線用ナット 

注意l　このページ記載のピンでは測定が困難な.より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプローブをご検討ください(P259参照).

注意2　参考取付穴径はあくまでも､参考の数値です｡必ず試し穴をあけて最適な工具径と穴径を決めてください｡

注意3　接触部はワークの材質や形状の影響が大きく､一定の条件を保つ事は困難ですo記載されている使用可能電流値や突入電流値はあくまでも推定値にすぎませんD

注意4　条件によっては､記載された範囲内でもアークや発熱が発生します.使用開始前には必ずアークの発生や発熱等の有無を確認し､使用可能な電流値の範囲をご確認し

た後､使用してください｡

注意5　使用後は接触部の摩耗等によりアークや発熱が発生しますo使用を開始したら､必ず定期的にアークや発熱等が発生していない事をご確認の後､使用を継続するよう

にしてください｡

警告使用開始前には必ず､使用中には定期的にアークの発生や発熱等の有無を確認してくだ乱1.上記問軌で発生した場合は速やかに使用を中止してくだ乱､. 
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AgW接点CPMM220
耐熱温度1 00℃以下｡使用可能電流300A以下､突入電流400A｡

上記記載寸法の単位はmmo　　先端形状の詳細寸法は先端形状別一覧表(P283-)をご覧ください｡

コンタクトプローブ種類 スブリンク圧力記号 移動距離(mm) スプリング定数(g/mm) 初接触圧(g) 2/3圧縮(g)

(手順1) ��(手順3) スプリング プッシュ ピンボード-i 

盈芸芸-ド 

お使い下さいo ��ﾈ�ﾈ5'ﾘ耳ﾋ�.il��6r� �5(985�4�6x7h8ﾘ�ｸ7XﾌY.�6�6(6xﾈｹ�ﾉw�6�6(6r�

注意l　このページ記載のピンでは測定が困難な､より精密な測定を必要とする場合は同軸型コンタクトプロ-プをご検討ください(P260参照)｡

注意2　参考取付穴径はあくまでも､参考の数値です｡必ず試し穴をあけて最適な工具径と穴径を決めてください.

注意3　接触矧まワ-クの材質や形状の影響が大きく､一定の条件を保つ事は困難です.記載されている使用可能電流値や突入電流値はあくまでも推定値にすぎません｡

注意4　条件によっては､記載された範囲内でもアークや発熱が発生します｡使用開始前には必ずアークの発生や発熱等の有無を確認し､使用可能な電流値の範囲をご確認し

た後､使用してください｡

注意5　使用後は接触部の摩耗等によりアークや発熱が発生します｡使用を開始したら､必ず定期的にアークや発熱等が発生していない事をご確認の後､使用を継続するよう

にしてください｡

警告使用開始前には必ず､使用中には定期的 ��
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